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岡 山醫 科 大學 稻 田 内科 教 室

醫學士　 佃 毅

〔昭和7年8月10日 受稿]

Aus der medizinischen Klinik der Okayama Med. Fakullat.

(Vorstand: Prof. Dr. S. Inada.)

Uber die Wirkung der Grosshirnrinde auf den Wasserhaushalt.

Von

Dr. med. Tsuyoshi Tsukuda.

Eingegangen am 10. August 1932.

Bei Kaninchen stellte Verfasser mit der Dekortirierung die Wasserbelastung od. die 

kombinierte Anwendung des Caffeino-Natrium Benzoicums od. die des diuresehemmenden 

Pituitrins mit dieser Belastung an, und untersuchte den Grad der Hydramie, indem er 

dabei die Erythrozytenzahl, das Hamoglobingehalt, das Eiweiss und das Kochsalzgehalt 

des Blutserums bestimmte. Dabei untersuchte er die Harnveranderungen, indem er die 

Harnmenge, das spezifische Gewicht, die Kochsalzmenge und das Gesamtstickstoffgehalt 

im Harn bestimmte. Ferner beobachtete er die Kochsalz- und Gesammtstickstoffaus

- scheidung durch die Harnstoff- und Kochsalzbelastung. Aus diesen Untersuchungen 

gewann er folgende Resultate.

1. Wenn man bei dekortirierten Kaninchen die Wasserbelastungsprobe anstellt, so 

sieht man bei ihnen betrachtlichere Diureseforderung und die Vermehrung der Kochsalz

und Gesamtstickstoffausscheidung im Harn als bei normalen Kaninchen. Aber der Grad 

der Hydramie ist dabei etwas undeutlich.

2. Wenn man ihnen Caffeino- Natrium Benzoicum mit der Wasserbelastung kombi

niert anwendet od. nur die Harnstoffbelastung probiert, so bemerkt man bei ihnen viel 

bedeutendere Bluteindickung, Diureseforderung und. die Vermehrung des Kochsalzes 

und der Gesamtstickstoffausscheidung im Harn als bei normalen Kaninchen in denselben 

Versuchungen.
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3. Wenn man ihnen Einfuhrnng des diuresehemmenden Pituitrins mit der Wasser

belastung od. nur die Kochsalzbelastung von grosser Menge anstellt, so findet man bei 

ihnen merkwurdige Blutverdunnung und die Verminderung der Menge des Kochsalzes 

und der Gesamtstickstoffausscheidung im Harn. Diese Erscheinungen sind bei normalen 

Kaninchen in denselben Versucbungen viel starker.

4. Alle diese Veranderungen erscheinen etwa in einer Woche nach der Dekortirier

ung am deutlichsten und werden nachher mit der Zeit immer undeutlich, um schliesslich 

in mehr als 3 Wochen nach der Operation und in einer Woche nach der Kontrastopera

tion, welche ohne Dekortirierung gemacht wird, ganzlich verschwinden.

5. Aus den obigen Resurtaten schliesse ich, dass die Grosshirnrinde eine grosse 

Rolle fur den Wasserhaushalt spielt. (Autoreferat.)
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主要文獻

第1章　 緒 論

大腦皮質 ノ水分 代謝 ニ及ボ ス意義 ニ關 シテハ1888

年始 メテScbroder1)氏 ガ家兎 ニ就テ,諸 種麻醉劑 ヲ

投與 シ タル後其 ハ利尿状 態ヲ觀 察 シ,主 トシテ大腦

皮質 ニ作用 スト考 ヘラルル「バ ラアルデ ヒー ド」ヲ用

ヒ輕度 ノ皮質麻醉 ヲ惹起 セシムル時 ハ,利 尿ハ毫 モ

抑 制 セラル ル事 ナク,反 ツテ利尿 作用 ノ促進セ ラル

ル事實 ヲ發見セ リ.然 レ共,時 恰 モ腦 下垂體 竝 ニ尿

崩症 ニ關 スル研 究甚 ダ旺盛 ニ シテ,大 腦皮 質 ノ水 分

代謝 ニ及 ボス影 響 ニ就テハ殆 ド之 ヲ顧 ルモ ノナカ リ

シガ漸 ク1925年 ニ至 リMoritor及 ビPick2) 3)氏 ハ

「バ ラアルデヒー ド」或 ハ抱水「クロラール」ノ少量 使

用 ニ依ル皮質麻醉 ニ於テハ利尿 促進 ノ傾 向 ヲ有 シ,

且之 ト同時 ニ利尿劑 「カ フエイ ン」或 ハ利 尿抑制劑

「ビ ッイ トリン」ヲ併用 ス レバ「カ フエイ ン」ノ利尿作

用 ハ益 々促 進セ シメラレ,「 ピ ツイ トリン」ニ依 ル利

尿抑制 的效果 ハ甚ダ減弱 セシメ得 ル事 ヲ唱道 シ,爾

來岩 城及 ビ小 原4)竝 ニ余5)モ 亦之 ヲ追試 シ略 ボ同一

結果 ニ到達 セ リ.

次 デ1931年Marx6)ハ 犬 ニ於テ其 ノ飼養箱 及 ビ飼

養 者 ノ變 更其 ノ他音樂的 合圖等種 々 ノ刺戟 ヲ與 へ.

實驗 動物 ヲ興奮セ シム レバ著 シキ利 尿抑制 アル事 ヲ

見, Moritor7)竝 ニZwyer8)モ 亦 家兎 ニ就テ不 自然 ナ

ル體姿 ヲトラシムル カ或ハ緊縛 ヲ行 フ事 ニ依 リ大腦

皮質 ヲ興奮 セ シメ利 尿 ノ減退 ヲ來ス事 ヲ目撃 シ且斯

クノ如 キ利尿 抑制 作用ハ少量 ノ麻 醉劑 使用 ニ依 リ之

ヲ除去 シ得 ト論 ゼ リ.

飜 ツテ 更 ニ臨 牀 的 方 面 ヲ一 瞥 ス ル ニ, Hoff及 ビ

Wermer9)ハ 生理的睡眠 状態或 ハ「ヒステ リー」患者

ニ催眠術 ヲ施 シタル場 合 ノ睡眠状態 ニ於 テハ大腦皮

質 ノ物質代謝抑制神經節細胞 ノ知覺麻醉或 ハ知覺鈍

麻 ノ結 果「ピツイ トリン」ニ依ル利 尿抑制 作用 ヲ消失

セ シメ得ル事 ヲ主張 シ,尚 ホHopmann10)ハ 多 數 ノ
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循 環器障 碍 アル患者 ニ就 テ高度 ノ腎臓 機能 不全 ヲ伴

ハザ ル限 リ強心劑 ノ使用 以外 ニ大 腦皮質麻醉劑 タル

鹽 酸「モル ヒネ」或ハ抱水「クロラール」ノ少量 ヲ伍 用

スル事 ニ依 リ甚 シク其 ノ利尿 ヲ昂 進セ シメ得 ルモ,

視神經 床ニ作用 スル「ル ミナール」及 ビ「ベロナール」

ノ投與 ニテハ斯 カル治療的效果 ヲ期待 シ得ザ ル事ヲ

報 告セ リ.

然 ラバ,去 腦 ト水分代謝 トハ如 何ナル關係 ニアル

カ ト問 フニ,此 方面 ノ研究 ハ甚 ダ幼稚 ニシテ.僅 ニ

Molitor及 ビPick2)兩 氏 ガ家兎 ニ就テ去腦試 驗 ヲ行

ヘル結果理論 上去腦 ハ利 尿 ノ増進 ヲ來 ス べキ筈ナル

モ事實 ハ手術 ニ依 ル衝 動 ノ結果,豫 期 ニ反 シ其 ノ減

退 ヲ見 ル ト述 ベMolitor7)ハ去腦 家兎 ニ於 テ ハ種 々 ノ

刺 戟 ヲ與 フル モ大腦皮質 ヲ興奮 セ シメザル ガ故 ニ正

常家兎 ニ見 ルガ如 キ皮質興奮 ニ基 ク利尿抑 制 ヲ表ハ

ス事 ナ シ ト稱 へ,之 ニ反 シKarpinski11)ハ 家兎 ニ就

テ穿 顱術 ヲ行 ヒ大腦皮質S字 状廻轉 部 ニ於テ電 氣的

刺戟 ヲ與 へ利 尿増進 ア ル事 ヲ認 メ, Oddi12)ハ 大腦皮

質 切除 後 ニ於テ多尿 ヲ來 ス事 ヲ窺 知セ リ.然 レ共其

ノ手術 方法竝 ニ切除部 位 タルヤ全 ク明細 ナル記載 ヲ

缺 キ且 其 ノ成績 モ相齟齬 セ リ,之 蓋 シ亦止 ムヲ得ザ

ル所 ナルベ シ.

以 上略述 セ シ如 ク,從 來 ニ於 ケル大腦 皮質 ト水分

代謝 ニ關 スル研究 ハ殆 ド藥物 ニ依 ル皮質麻 醉 ニ就テ

ノ研究 ヲ主 トスルモ ノニ シテ,最 モ重要 ナル大腦 皮

質 切除 ニ關 スル檢 索 ノ見 ルベキモ ノ殆 ド無 ク,且 亦

夫等 實驗 タルヤ單 ニ其 ノ尿量 ヲ測定 セシニ過 ギス.

茲 ニ於テ著 者ハ上記 ノ實驗 ノ不備 ヲ補 ハンガ爲家兎ニ就テ兩側大腦皮質 ヲ切除 シ,爾 後長日

月ニ亙 リ種々ノ時機 ニ於 テ, Volhard氏 水負荷試驗 ヲ行ヒ尚ホ同時 ニ利尿劑或 ハ利尿抑制劑 ヲ

モ併用 シ,其 ノ際ニ於ケル水血症 ノ消長竝 ニ尿變化ヲモ觀察 シ尚ホ各期 ニ於テ食鹽及 ビ尿素負

荷試驗ヲモ施行セリ.

第2章　 實 驗 方 法

實驗 動物 トシテハ前5)同様體 重2.0-2.5kgノ 雄 性

家兎 ヲ選 ベ リ.其 ノ食餌及 ビ飼養法 ハ前 囘 ニ等 シ.

而 シテ新 タニ購入 セル家兎 ハ常 ニ所定 ノ金網 籠 ニ入

レ少 クモ5日 間 以上前記 ノ飼養 ニ馴 レシメ然 ル後實

驗 ニ供セ リ.平 常ハ飼養籠 ニ收容 シ,實 驗 ハ早朝空

腹 時ヲ選 ビ,先 ヅ消毒セル「カテ ーテ ル」ニテ排尿 ヲ

試 ミ且蒸餾 水 ヲ以テ數囘膀胱 ヲ洗滌 シタル後直 チニ

胃消息 子 ニ依 リ淨水100.0ccヲ 胃内 ニ送入 シ其 ノ後

4時 間毎1時 間毎 ニ採尿セ リ.斯 クテVolhard氏 水

負 荷 試 驗 ヲ終 リタル時ハ食餌 ヲ與 へ其 ノ後20時 間

内 ノ尿 ヲモ採取 シ各尿 ニ就テハ尿量,比 重.食 鹽 及

ビ總窒素 量 ヲ測定 シ以テ其 ノ變 化 ヲ檢索 シ,尚 ホ 一

方水 負荷 前及 ビ負荷後毎1時 間毎 ニ4時 間竝 ニ負荷

後24時 間 都合6囘 耳殼邊緑静脉 ヨ リ約1.0cc宛 ノ

血液 ヲ攝取 シ各 々ニ就 テ夫 々赤血球數,血 色素 量,

血清蛋白量 ヲ測定 シ水 血症 ノ程度 ヲ察知 シ,尚 ホ血

清 中食 鹽含有量 ヲモ測定 シ以 テ尿中食鹽排出量 トノ

相互的關係 ヲ比較檢 査セ リ.

檢 査方法 トシテ ハ赤血球 數ハBurker-Turk氏 計算

板 ヲ用 ヒ,血 色素量 ハSahli氏 血色 素計 ニ依 リ,血 清

蛋 白 ハPulflich氏 浸漬 屈折計 ニテ檢査 セ リ.尚 ホ尿

中竝 ニ血清 中 ノ食鹽含量ハRuszniak氏 微 量定量法

ニ依 リ尿中總窒素 量ハKjeldahl氏 法或ハPregl氏 微

量定量法 ニ依 リテ測定 セ リ.

次 ニ大腦皮質切除 方法 ニ就テ 略述 スべシ.即 チ家

兎ハ何等麻醉 ヲ施 ス事ナ ク穿顱器 ニテ前方ハ冠状縫

合 ノ稍 々前方 ヨリ前頭 骨後方 ノー部及 ビ左右兩側顱

頂骨 ヲ夫 々顳〓骨 ニ接 ス ル部迄,更 ニ後 方ハ殆 ド後
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頭 縫合 ノ附近迄可及的廣範圍 ニ亙 リ直径約3.0cmニ

及 ブ迄略 ボ圓形 ニ頭蓋骨 ヲ切除 ス.斯 クテ上矢状 竇

ヲ前頭 骨竝 ニ後 頭骨 ハ切除邊緑 部ニ接 スル前後 ノ2

箇所 ニ於 テ結紮 シ以テ静脉竇 ヨリノ出血 ニ備 ヘタル

後,穿 顱 部位ニ相 當スル部分 ノ硬腦膜 ヲ除去 シ,次

デ露出セル總ベテ ノ軟腦 膜及 ビ大腦 皮質 ヲ約1.0mm

ハ厚 サ宛削 除 シ後頭蓋 ニ接着 セル筋膜 及 ビ皮 膚 ヲ別

別 ニ縫合 シ以テ手術 ヲ終 レリ.而 シテ斯 カル操作 中

著 シキ出血 ヲ見 タル事 ナク尚ホ皮質 ハ主 トシテ兩側

顱頂葉 ヲ中心 トシ更ニ前頭葉 ノ後 部及 ビ兩側顳〓葉

ノー 部 ヲ包含スル直經約3.0cmニ 達 スル略ボ圓形

ニ シテ廣 汎ナル大腦 皮質 ヲ切除セ ラルベ シ.

對照手術 トシテハ軟腦膜 及 ビ皮質 ヲ切除 スル事 ナ

ク他 ハ前記 同様 ノ方法 ヲ行 ヒ且其 ノ所要 時間モ略ボ

同一 ニセ リ.

斯 ク皮質 ヲ切除 シタル家兎 ノ約半數 ハ術後衰弱甚

ダ シク食 餌攝取 不能 ニ陥 リ數 日後死亡 ス ト雖 モ,他

ノ半 數ハ手 術 後 數 時 間 ニ シテ 最早 食餌 ヲ攝取 シ始

メ,手 術翌 日ニハ既 ニ運 動活溌 ニシテ,正 常家兎 ニ

比 シ何 等相違 ヲ認 ムル事 ナ ク,尚 ホ一般 ニ著 明 ナル

四肢及 ビ其 ノ他種 々ナル器官 ノ麻痺 症状 ヲ惹起 スル

事無キ モノ ノ如 シ.

附 次 ニ以後掲載 ノ表 ニ就テ2, 3簡 單ナル註釋 ヲ

試 ムル事 トスベシ.即 チ表 中赤血球數 ハ萬 ヲ單位 ト

シ,血 色素 量及 ビ血 清蛋白量ハ%ヲ 以 テ シ,尿 量單

位ハccト シ 血清食鹽竝 ニ尿中食鹽 及 ビ總窒 素濃度

ハ%ニ 依 リ其 ノ絶 對量 ハgヲ 以テ ス.尚 ホ表中 ニ

褐ゲ タル實驗成績 ノ便 ハ夫 々實驗 例數 ノ欄 ニ列 記 シ

タル全例數 ニ於 ケル成績 ハ平均値 ヲ表 スモ ノナ リ.

更ニ比電ハ1000ヲ 省略 シタル數 ヲ以テ 表セ リ.

第3章　 水血症 ノ消長 ニ就 テ

(1)水 負荷試驗 ト水血症

過 剩 ナ ル水 分 攝 取 後 ニ於 ケ ル水 血症 ノ發 來 ニ關 ス

ル研 究 ハ 夙 ニVeil13), Monakow14), Oehme15),藤 田16),

中川17),小 原18)氏 等 ニ依 リ發 表 セ ラ レ タ ル所 多 シ ト

雖 大 腦 皮質 切除 前 後 ニ於 ケ ル斯 カ ル研 究 ヲ行 ヘル モ

ノヲ見 ズ.依 ツテ余 ハ 先 ヅ術 前Volbard氏 水 飲 用 試

驗 ニ依 リ淨 水100.0ccヲ 胃 内 ニ送 入 シ,時 間 的 ニ其

ノ血 液 濃 度 ヲ檢 査 セ リ.其 ノ成 績 ハ別 表 ノ示 ス如 ク

著 明 ナ ル水 血 症 ヲ惹 起 シ得 タ リ.但 シ共 ノ程 度 ハ 水

飲 用後 第2時 間 ニ於 テ 最 モ顯 著 ニ シテ,赤 血球 數,

血色素 量,血 清蛋白等何 レモ皆 此時間 ニ於テ最 モ著

シク減 少ス,但 シ之等總 べテガ並行的 ニ全然同一程

度 ハ減少 ヲ來 スモノニ非 ズシテ就中最 モ變化著 シキ

モ ノハ赤血球 數ナ リ,次 デ血清 蛋白量 ニシテ 血色素

量ハ 其 ノ變化 最 モ少 シ.尚 ホ之 等水血症 ハ4時 間 後

ニ於 テ モ尚 ホ著 明 ニ存在 シ24時 間 ヲ經 過 スレバ殆

ド其 ハ囘復 ヲ見 ル.然 ル ニ皮質 切除後1週 前後 ニ於

ケル モノニ於 テハ水血症 ノ程度 ハ第3時 間 目ニ著 シ

ク且其 ノ稀釋 モ稍 々輕度 ニ止ル事 ヲ知 ル.

第1表　 水 負 荷 試 驗 ト水 血 症
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(2)水 負荷試驗 ト同時ニ利尿劑 ヲ併用 シタル際ノ水血症

利 尿劑 トシテ ハ安 息 香 酸 「ナ ト リウ ム,カ フエ イ

ン」ヲ使 用 セ リ.從 來 「カ フエ イ ン」 ノ血 液 組 成 ニ及

ボ ス 影 響 ニ就 テ ハSchroder21)ハ 家 兎 ニ於 テ 「カ フエ

イ ン」 ヲ使 用 ス レ バ血 液 ハ 一般 ニ濃 縮 セ ラル ル モ ノ

ナ リ ト稱 へ,之 ニ反 シFalta40)ハ 「ブ リ ン」誘 導 體 ヲ

用 フ レバ 血 液 ノ稀 釋 ア リ ト云 ヘ リ.余 モ亦 安 息 香 酸

「ナ トリウム,カ フエイ ン」0.4gヲ 水100.0cc中 ニ溶

解 シ,之 ヲ飲用 セシメ先ヅ正常家兎 ニ於 ケル「カ フエ

イ ン」投 與 ノ血液濃度 ニ及ボス影響 ヲ檢索 シタル後,

更 ニ皮質切除家兎 ニ就テ 同實 驗 ヲ施行 シ 「カ フエイ

ン」 ノ中樞性作用 ニ及 ボス大腦 皮質 ノ意義 ヲ檢索 セ

リ.

第2表　 水負荷試驗 ト同時ニ利尿劑 ヲ用 ヒタル際 ノ水血症
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即 チ水負荷試驗 ト共 ニ「カ フエ イン」ヲ使用 スル時

ハ第2表 ニ明 カナルガ如 クSchroderノ 説 ト一致 シ

多少 血液 ノ濃縮 セラルルヲ見 ル.即 チ試 驗開始 後赤

血球數,血 色 素量,血 清蛋 白量 等何 レモ皆階 段状ニ

増加 シ,負 荷 後第2時 間 ニ於テ其 ノ頂 上 ニ達 シ次 デ

漸次減少 ス レ共經過 時間4時 間 ニテハ尚 ホ概 ネ試驗

前 ノ正 常 價 ヲ凌 駕 シ24時 間 ニ及 ビ始 メテ略ボ正常

價 ニ復歸 スルモ ノ多 シ.然 ル ニ皮質 切除後1週 前後

ニ於 ケルモノニテハ 「カフエイ ン」投與 ニ依ル血液

濃縮 ハ其 ノ時間的 關係 ニ於テハ正常家兎 ニ於 ケル モ

ノ ト同様ナ ルモ其 ノ程度 ハ稍 々増進 セラ レタル ヲ認

ム.

(3)水 負荷試驗 ト同時ニ利尿抑制劑ヲ併用 シタル際ノ水血症

利 尿 抑 制 劑 ト シテ ハ 腦 下 垂 體 後 葉 越 幾 斯 「ピ ツイ

ト リ ン」(Obst.)ヲ 選 ビ使 用 セ リ.「ピ ツ イ ト リ ン」ノ

水 分 代 謝 ニ關 ス ル研 究 業 績 ハ頗 ル多 數 ア リ ト雖,今

尚 ホ諸 家 ニ依 リ著 シ ク其 ノ見 解 ヲ異 ニ ス ル所 ア リ.

即 チOehme22), Fromherz23)等 ハ 主 ト シテ 腎 臟 ニ作

用 シ水 血 症 ヲ來 ス ト稱 シ, Modrakow及 ビHalter24),

 Brun25), Bauer及 ビAschner26), Molitor及 ビPick27),

 Frey28)ハ 腎 外作 用 ヲ承 認 ス レ共,血 液 組 成 ハ 却 ツテ

濃縮セ ラルルモ ノナ リト述 べ更 ニ茂 在30)ハ 「ピ ツイ

トリン」注射後血液濃度 ニ變化 無キ ヲ知 リ其 ノ原因

ヲ腎臓及 ビ組織 ノ兩者 ニ歸 シ且中樞 神經 ニ依 リ調節

セ ラルルモ ノナ ラ ント稱 セ リ.尚 ホ近來諸家 ニ依 リ

「ピツイ トリン」ニ依 ル中樞 性作用 ノ存在 ヲ唱道 セ ラ

ルル事 及 ビ余ガ曩 ニ發表 セシ業績結 果 ヲ顧慮 シ大腦

皮質 切除 ノ前後 ニ於 ケル「ピ ツイ トリン」ノ中樞性作

用 ニ及ボス影響 ヲモ觀察 スル事 トセ リ.

第3表　 水負荷試驗 ト同時 ニ利尿抑制劑 ヲ用 ヒタル際 ノ水血症

即 チ水 負荷 試 驗 ト同 時 ニ 「ピ ツ イ ト リ ン」(Obst.)

ヲ 滅菌 蒸 餾 水 ヲ以 テ50倍 ニ稀 釋 セ ルモ ノ ノ1.0ccヲ

皮下 ニ注射 シ以 テ血液 濃度 ノ變化 ヲ檢 査 シタル ニ第

3表 ニ之 ヲ示 ス如 ク稍 々著 ンキ水血症 ヲ認 ム,殊 ニ

29



506 佃 毅

第2時 間 ニ於テ最 モ甚 ダシク試驗後第4時 間 ニ至 ル

モ其 ノ囘復極 メテ少 ク24時 間 ヲ經過 スルモ 尚 ホ 試

驗 前 ノ價 ニ比 シ之等血液諸 成分 ノ減少ハ著 シ,而 シ

テ此際 ニ於 ケル水 血症 ヲ單 ニ水負荷 試驗 ノミヲ行 ヒ

タル場合 ニ於 ケル血液 稀釋 ニ比 スル ニ大 ナル差違 ヲ

認 メ難 シ.尚 ホ大腦 皮質 切除 後1週 前後 ニ於ケル モ

ノニ於テ ハ其 ノ水 血症 ハ第3時 間目ニ最 モ著 シ,但

シ其 ノ程度 ハ多少輕 度ナ ル事 ヲ見 ル.

第4章　 尿 變 化 ニ 就 テ

(1)水 負荷試驗 ト尿變化

大量 ノ水分 ヲ攝取 スレバ利 尿 ハ昂進 シ,血 液 ハ稀

釋 セラレ尿 ハ比重 ヲ減少 シ且固形成分 ハ其 ノ百分率

ヲ減少 ス レ共 其 ノ絶 對量 ニ於テ増加 ヲ來 ス事 ハ多 數

諸家 ニ依 リ唱道 セ ラルル所 ナ リ.余 モ亦 家兎 ニ於テ

經 ロ的 ニ淨水100.0ccヲ 胃内 ニ送 入 シ其 ノ後毎1時

間毎 ニ4時 間 採尿 シ尚 ホ4時 間 以後24時 間迄 ノ尿

ヲモ採取 シ各尿 ニ於 ケル尿量,比 重,尿 中總 窒素及

ビ食鹽量 ヲ測定 シ併 セテ之等各時 間 ニ於 ケル血清食

鹽 量 ヲモ測定 シタルヲ以 テ茲 ニ其 ノ大略 ヲ報告 スべ

シ.

第4表　 水 負 荷 試 驗 ト尿 變 化
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即 チ水負荷試驗 ヲ行 フ時 ハ著 シキ利尿 促進 ヲ見第

2時 間 目ニ於 ケル排尿量最 モ多 ク 比重 ハ毎常尿 量 ト

反比例 シ血清 食鹽量 ハ前 述 ノ水血 症ニ於 ケル ト略ボ

同様水飲用後第3時 間 ニ於テ著 シク減少 ス.尿 中食

鹽排出量ハ利 尿最 モ盛ナル第2時 間,第3時 間 ニ於

テ其 ノ濃度竝 ニ絶對量 ヲ増加 ス.

抑 々尿量 ト其 ノ尿 中ニ於 ケル食鹽含有 量 トノ關係

ニ就テハ從來利尿促進 アル時 ハ其 ノ食鹽濃度ハ減少

シ絶對 量増加 ス トノ説多 ケ レ共,近来Zwyer8), To

kay31),山 岸32)等ハ家兎 ニ於 テ利 尿促進 アル時 ハ尿

中食鹽量 ハ其 ノ百分率 ニ於 テモ將 タ亦絶 對量 ニ於テ

モ増加 ス ト述 べタ リ.而 シテ余 ノ成績ハ之等後 者 ノ

説 ト相一 致 スル結果 ヲ得 タ リ.

次 ニ尿 中總 窒素量 ハ利 尿促進 アル爲其 ノ濃度ハ減

少 スレ共,其 ノ絶對量 ハ之 ニ反 シテ常ニ増加 シ從來

ノ諸家 ノ説 ト相一致 シタル成績 ヲ得 タ リ.

而 シテ此際大腦皮質 切除後1週 前 後ニ於 ケルモ ノ

ニテハ其 ノ利尿 ハ正常 家兎 ニ於ケル場合 ニ比 シ更 ニ

著 シキ増加 ヲ來 シ,皮 質麻醉 ニ依 リ利 尿促進 ヲ見 タ

ル ト同 一結果 ヲ得 タリ.即 チ皮質 切除 ニ依 リテ モ亦

間腦 ニ於 ケル水分代謝 中樞 ノ興奮性 ニ對 スル抑制 作

用 ヲ消失 シ水負荷 ニ依 ル利尿 ハ益 々促進セ シメラ ル

ルモ ノナルヲ知 ル.次 ニ血清 食鹽含有量 ハ此際同 ジ

ク減少 スレ共之 ヲ正常 家兎 ニ於 ケル場 合ニ比 ス ルニ

其 ノ輕度 ナルヲ見 ル.又 尿中食鹽排出量 ハ正常家兎

ニ於 ケル場合 ト略 ボ同様 ナルモ更 ニ濃度竝 ニ絶對 量

ハ共 ニ多少増加 ヲ來 ス.而 シテ此際 正常家兎 ニ於 ケ

ル實驗 ニ比 シ血清 食鹽含有量 ノ減少 輕度 ナル ニ拘 ラ

ズ尿 中食鹽排出 ノ増加 ヲ認 ム.即 チ中樞神經 ノ水分

代謝 以外 ニ腎外組 織モ亦之 ニ關與 セ ルモ ノナラザル

べカ ラズ.尚 ホ尿 中總 窒素量ハ利尿 促進セ ラレ タル

爲其 ノ濃度 ハ稍 々 低 下 ス レ共 絶 對 量 ハ更ニ増 加 セ

リ.而 シテ斯 カル總 窒素 量 ノ増加 ハ尿 最増加 ノ結果

ニ俟 ツ可 キモノナルべ シ.

(2)水 負荷試驗 ト同時ニ利尿劑 ヲ併用 シタル際 ノ尿變化

利尿劑 トシテハ前同様安息香酸「ナ トリウム,カ フ

エ イ ン」ヲ使用 セ リ.「カ フエイ ン」ノ利尿作用 ニ關

シテ ハ,腎 血管擴張説,腎 上皮細胞刺戟説,腎 外作用

説等諸説 ア リテ今 日未 ダ確固 タル定説 ヲ見 ザル ノ ミ

ナ ラズMolitor及Pick3), Mehes及Moritor19) 20)等ハ

中樞神經 系統殊 ニ間腦 へ興奮的 ニ作用スル モノナ リ

ト主張 シ,余 ノ前實驗 モ亦之 ト相一致 スル成績 ヲ得

タ リ.而 ンテ「カ フエイ ン」投與 ガ著 シキ利 尿 ノ昂進

ヲ來 ス事 ハ周知 ノ事實 ナルモ尿 中ニ於 ケル食 鹽竝 ニ

總 窒 素排 出 ニ關 スル業 績 ハ比 較 的 少 ク, Schroder21),

 Fujimaki33), Monakow14), Raulston34) , Ascher35)等

ハ單 ニ動 物 實 驗 ニ於 テ利 尿 劑 ヲ使 用 ス ル時 ハ 尿 中 ニ

於 ケル之 等 諸 物 質 ノ排 泄 増 加 ヲ來 ス ト述 べ タ リ.余

ハ以 下 家 兎 ニ就 テ 水 負荷 試 驗 ヲ行 ヒ此 際 同 時 ニ安 息

香 酸 「ナ ト リウ ム,カ フエ イ ン」0.4gヲ 服 用 セ シ メ其

ノ利 尿 的效 果,血 清 食 鹽 量竝 ニ尿 中食 鹽 及 ビ總 窒 素

排 泄 状 態 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 索 セ リ.
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第5表　 水負荷試驗 ト同時ニ利尿劑 ヲ用 ヒタル際 ノ尿變 化

水負荷試驗 ト同時 ニ「カ フエ イン」ヲ投與 ス レバ第

5表 ニ示 スガ如 ク常 ニ顯 著ナル利 尿 ノ促進 ヲ來 シ,

試驗開始 後4時 間内尿量總 和 ハ之 ヲ正常家兎 ニ水飲

用試驗 ノミヲ行 ヒタル際 ニ比 スレバ更 ニ著 シキ増加

ヲ認 メ,排 尿量 ハ第1時 間乃至 第2時 間 ニ最 モ多 シ.

併 シ 第4時 間 乃至第24時 間 内ニ排出 サ ルル 尿 量 ハ

水 負荷試 驗 ノミヲ行 ヒタル場合 ニ比 シ著 シク減少セ

リ.而 シテ24時 間内尿量總 和ハ 「カフエ イ ン」ヲ投

與 セザ ル場 合 ニ比 シ大差 ヲ認 メズ,即 チ 「カ フエイ

ン」 ヲ使 用スル時 ハ初 メ著 シキ利 尿 ノ促進 ヲ來 シ末

期 ニ於 テハ代 償的 ニ利尿 ノ減退 ヲ表 スべ シ.而 シテ

此際 血清食 鹽量 ハ先キ ノ水血症 ノ部 ニテ論 ジタルガ

如 ク「カ フエイ ン」投與後 ニ於 テハ血液濃縮 ノ法則 ニ

從 ヒ増加 シ試 驗開 始後第3時 間 ニ於テ最 モ著 シ.更
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ニ尿中食鹽排泄状態 ヲ見 ルニ水負荷 ノミヲ行 ヘル場

合 ニ比 シ更 ニ利尿 ノ促進 ヲ表 シタル結果其 ノ濃度 竝

ニ絶對量共 ニ著 シク増加 シ.尿 中總 窒素 モ亦利尿 ノ

促 進ニ伴 ヒ其 ノ濃度 ハ減少 ス レ共 其ノ絶對量 ハ常 ニ

著 ン ク増 加ス.即 チ諸家 ノ説 ト同様 ナル結果 ヲ得 タ

リ.

而 ンテ皮質 切除後1週 前後 ニ於 ケルモ ルヲ見 ルニ

其 ノ利尿曲線 ハ他 ノ場 合 ト略 ボ同様 ナルモ其 ル利尿

ハ更 ニ促進 セ シメラ レ24時 間 内總 尿量 モ亦甚 ダシ

ク増加セ ルヲ見 ル.即 チ皮質麻醉 ヲ惹起 セシメ タル

際「カフエ イ ン」ノ利尿 的效果 ガ益 々増強セ シメラ レ

タル ト同一關係 ニア リ.依 ツテ皮質 切除 ニ依 リテ モ

亦間腦 ノ水分代謝 中樞 ノ興奮 性 ニ對 スル抑制 作用 消

失 シ爲 ニ「カフエ イ ン」利 尿ハ促進 セ シメ ラルル モ ノ

ナル ヲ知ル.次 ニ血清食鹽含 有量 ル増加 モ正常家兎

ニ同實驗 ヲ行 ヒ タル場 合ニ比 シ更 ニ著 ンキ ヲ見 ル.

尚ホ此際尿中食鹽 ハ其 ノ濃 度 竝 ニ絶 對 量 共 ニ更 ニ

稍 々増加 シ尿中總窒素 量 ハ利 尿 ノ促進一層著 シキ爲

其 ノ濃 度ハ更 ニ減少 スレ共,絶 對量ハ之 ニ反 シ益 々

増加 セルヲ認 ム.

(3)水 負荷試驗 ト同時 ニ利尿抑制劑 ヲ用 ヒタル際ノ尿變化

「ピツイ トリン」ノ利尿作用 ニ及 ボス影響 ニ就テハ

諸説 ア リ.今 尚 ホ確固 タル定説 ヲ見 ズ.即 チ或一派

ノ學 者ハ動物 實驗 ニ於 テ利 尿促進 ア リト稱 スルモ一

般 ニハ利尿抑制 ア リト信ゼ ラル.尚 ホFromherz23)

竝 ニModrakow及 ビHalter24)等 ハ腦 下垂 體後葉越幾

斯 ハ二様 ニ作用 ン初期 ニハ利尿 ヲ抑 制 シ末 期 ニハ之

ヲ促進 ス ト稱 へ,之 ニ反 シOehme22)ハ 初 期暫時利

尿 ヲ促進 シ後直 チニ長時間持續 スル利尿抑 制作用表

ル ト謂 ヘ リ.尚 ホ「ピ ツイ ト リン」使 用 時 ニ於 ケ ル尿

中食 鹽 竝 ニ總 窒 素 量 ニ關 ンテ モ甲 論 乙駁 未 ダ 歸 ス ル

所 ヲ知 ラ ズ即 チOehme22). Fromherz23), Modrakow

及 ビHalter24), Velden36),山 岸32),富 永37)氏 等 ハ何

レモ夫 等 排 泄 ノ増 加 ア リ ト稱 シ, Brugsch, Dresel,

 Lewy38), Pick及 ビWagner39)氏 等 ハ 反 對 ニ其 ノ減

少 ヲ主 張 ス.

第6表　 水負荷試驗 ト同時ニ利尿抑制劑ヲ用 ヒタル際 ノ尿變化
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斯 テ余モ亦水負荷 後直 チニ50倍 稀釋 ノ「ピツイ ト

リン」(Obst.)1.0ccヲ 皮 下 ニ注射 セ リ.其 ノ成績 ハ

第6表 ニ示 ス如 ク試驗開 始後4時 間 ニ及 ビ著 ンキ利

尿 ノ抑制 ト共 ニ比重 ノ上昇 ヲ見 ル.然 レ共4-24時

間後 ニ於テハ代 償的 ニ利尿ハ促 進 セラ レ24時 間 内

尿量 總和ハ單 ニ水負荷試驗 ノミノ場 合 ト略 ボ同様 ナ

リ.即 チFromherz等 ノ成績 ト一致 シ 「ピ ツイ ト リ

ン」 ハ初 期 ニ利 尿 ヲ抑制 ン末期 ニ之 ヲ促進 セ シムル

モ ノナ リ.而 シテ血清食鹽量ハ試驗開始後第2時 間

ニ於テ著 シク減少 シ前述 ノ如 ク血液稀釋 ニ關 與セル

ヲ知ル.次 ニ尿 中食 鹽ハ利 尿 ノ抑制 ヲ被 ル關係上正

常 家兎 ノ水 負荷 試驗 ノ ミヲ行 ヒタル堤合 ニ比 シ其 ノ

濃度竝 ニ絶 對量 ハ著 シク減少 ンBrugsch氏 等 ノ説 ト

相一致 スル成績 ヲ得 タ リ.尚 ホ尿中總窒素量ハ利尿

抑制 ノ結果其 ノ濃度ハ著 ンク上昇 ス レ共其 ノ絶對 量

ハ常 ニ減少 セ リ.

而 シテ大腦皮 質 切除後1週 前 後ニ於 ケルモ ノヲ見

ルニ其 ノ利尿 抑制 ハ著 シク減弱 セラレ第4時 間 目ニ

於 テハ最 早利 尿抑制 ヲ表 ス事 ナ ク4時 間内尿 量總 和

ハ正常 家兎 ニ同様「ピツイ トリン」ヲ使用 シタル場 合

ニ比 シ著 シク増加 セル ヲ認ム.即 チ皮質麻 醉 ニ依 リ

「ピツイ トリン」ノ利 尿抑制的效果 ガ著 ンク減少 シタ

ル ト同一結果 ニ到達 ス.次 ニ血清食鹽含有 量 ノ減 少

モ正常家兎 ニ同實驗 ヲ行 ヒタル場合 ニ比 シ稍 々輕 度

ナ リ.尚 ホ尿 中食鹽 ハ利 尿抑制減弱 ノ結果其 ノ濃度

竝 ニ絶 對量共 ニ稍 々増 加 ン,尿 中總窒素 量ハ其 ノ濃

度ハ稍 々下降 スルモ其 ノ絶 對量 ハ稍 々増 加セル ヲ見

ル.而 シテ之等 ノ變 化ハ皮 質切除後時 日ノ經過 ト共

ニ次第 ニ不明 トナ リ3週 以上 ヲ經過 スル時 ハ 「ピツ

イ トリン」作用 ハ再 ビ完全 ニ現 ルルニ至 ルモ ノナ リ.

(4)血 液攝取刺戟 ノ利尿ニ及ボス影響 ニ就テ

大腦 皮質 ノ興奮 ハ利尿 ヲ抑制 シ麻痺 ハ之 ヲ促進 スル モノナル事 ハ既 ニ多 數諸家 ニ依 リ唱道 セ ラ レタル所
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ニ シテ余モ亦 前數 節 ニ亙 リ皮質 切除 ガ恰モ皮質麻 醉

ニ於 ケル ト同 様利尿 ヲ促進 セ シムルモノナル事 ヲ述

べ タリ.而 シテ余 ハ報告 ニ於テ新 シキ正常家 兎ニ始

メテ水 負荷試 驗ヲ行 フ時 ハ,第2囘 以後同操 作ヲ行

ヒ タルモ ノニ比 シ尿量 ノ少 キ事 ヲ經驗 シ各動物 ノ飼

育 乃至檢 査條件 ハ同一 ナルニ拘 ラズ.未 ダ各操 作ニ

慣 レザル家 兎 ノ緊縛 ニ依 ル不自然 ナル體姿及 ビ家兎

ノ恐怖 ガ大腦皮質 ヲ興奮 セシメ以 テ尿量 ノ減少 ヲ表

ス モノナ リ ト説明セ リ.然 ラバ緊縛竝 ニ導尿 ル外更

ニ血液攝取 ニ依ル耳殼 ノ摩擦 或ハ耳殻邊緑静脉 ノ穿

刺 ニ依 ル疼痛 刺戟或 ハ止血 ノ目的 ヨ リスル暫時 ノ壓

迫等交 々刺戟 ヲ與 フル際 ハ其 ノ影響如 何 ニ ト云 フニ

單 ニ採尿 ノミヲ行 ヘルモノニ比 シ大腦皮質 ノ興奮 一

層大 ナル結果利尿 ハ更 ニ抑制 セラルルモ ノナル事 ヲ

知 リ得 タリ.

即 チ單 ニ水負荷試 驗 ノミヲ行 ヒ1時 間毎 ニ採尿ス

ル時ハ前 囘報告セ シガ如 ク4時 間 内尿量總 和ハ平均

74.0ccナ ルニ此際同時 ニ血液攝取 ノ爲 種々ナル操

作 ヲ行 フ時 ハ同時間 内ニ排出 サル ル尿量總 和ハ平均

68.0ccニ シテ約10%ノ 利尿減退 ヲ見 ル.而 シテ カ

フエイ ン」或ハ 「ピツイ トリン」ヲ投與 セ シ場合 ニ就

テ見 ルモ單 ニ導尿 ノ ミヲ行ヒ タル場合 ノ4時 間内尿

量 ハ平均夫 々109.1cc及 ビ13.5ccニ シテ之 ヲ採尿 ト

〓時 ニ血液攝取 ヲ行 へル際 ニ於 ケル夫々106.2cc及

ビ11.0ccナ ル ニ比 スレバ 「カフエイ ン」使用時 ニハ

約3%「 ピ ツイ トリン」使用時 ニハ約20%ノ 利尿抑

制 アルヲ認ム.然 ルニ皮質麻 醉或ハ皮質 切除 ノ際 ニ

ハ斯 カル刺戟 ニ反應スル事 ナ ク從 ツテ之等 ノ操作 ニ

依 リ皮質 ノ興奮 ヲ喚 起スル事能 ハザル ヲ以テ血液攝

取刺戟 ノ有無 ニ依 リ其 ノ利 尿状態 ハ左右 セラル ル事

ナ シ.即 チ水負荷 後「バ ラアル デヒー ド」麻 醉 ニ依 リ

利 尿促進 ヲ見 タル場合 ニ於 ケル4時 間内尿量總 和ハ

82.1ccナ リシモ之 ヲ皮 質 切 除後 水負荷 試驗 ヲ行 ヒ

同 時 ニ血 液 ヲ攝取 スルモ同 時 間 内 ニ於 ケル尿量 ハ

83.1ccニ シテ反 ツテ多少増加 セルヲ思 ハシム.之 等

ノ開係 ハ前 囘報告 ノ著 明 ナル利尿 ノ促進 ヲ表 シ タル

「カフエイ ン」及 ビ抱 水「ク ロラール」併用試 驗 ノ際 ニ

モ同様 ニ シテ其 ノ場合 ハ單 ニ導尿 ノミヲ行 ヒタル モ

ノナ ルモ4時 間内尿量總 和ハ137.5ccナ ルニ比 シ,

皮質 切除後「カフエ イ ン」ヲ投 與 シタルモ ノニテハ採

尿 ト同時 ニ血液 攝取 ヲモ行 ヒ タルモ同時間内 ニ於 ケ

ル尿 量ハ138.4ccニ シテ此際 ニモ同 様更 ニ多少 ノ尿

量増加 ア リ.更 ニ水負荷 試驗 ト同時 ニ 「ピ ツイ トリ

ン」 ヲ使用 シタ ル場合 ニ於テモ,抱 水「ク ロラール」

ノ適 量 ト「ピツイ ト リン」ヲ併 用 シ單 ニ採尿 ノ ミヲ行

ヒタル際「ピツイ トリン」ノ利尿 抑制 作用ハ減退 シ4

時 間内尿量總 和 ハ27.1ccニ 増 加 シタルモ,之 ヲ皮質

切除後「ピツイ トリン」ヲ投與 シ導 尿 ノ他 ニ尚 ホ血液

攝取刺 戟 ヲ加 へタル モノニテ モ同時 間内ニ於 ケル尿

量總 和ハ27.4ccヲ 表 シ 血液攝取刺戟 ニ依 リ豪 モ利

尿 ノ抑制 ヲ見 ズ.

由之觀是,導 尿 ト同時 ニ血液 攝取刺戟 ヲモ加 フル

時 ハ其 ノ際利 尿 ハ常 ニ單 ナル導尿 ヲ行 ビタル場合 ニ

比 シ稍 々抑制 セラレ,皮 質麻 醉或ハ皮質 切除 ニ依 リ

最早大腦皮質 ノ興奮 ヲ見 ザル時 ハ斯 カ ル刺戟 ニ依 リ

利 尿ハ抑制 セラ レザ ルヲ知 ル.即 チ本節 ニ於 ケル成

績 モ亦諸家 ノ主張 スル皮 質興奮 ノ利尿抑制 説 ヲ裏 書

スルモ ノナ リ.

第5章　 尿素及ビ食鹽負荷試驗

(1)尿 素 負 荷 試 驗

10.0%尿 素水溶液20.0ccヲ 經 ロ的或ハ静脉 内(此

際 ニハ常 ニ血尿 ヲ見 ル)ニ 投與 シ, 24時 間 内全尿 ニ

就 キ其 ノ尿量,比 重尿 中食鹽 竝 ニ總 窒素量 ヲ測定 シ

以テ正常家 兎及 ビ大腦皮質 切除 家兎 ニ於 ケルモ ノヲ

比較檢査セ リ.
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第7表　 尿 素 負 荷 試 驗

即 チ尿素 ヲ負荷 スル時 ハ第7表 ニ示ス ガ如 ク其 ノ

經 ロ的 タル ト静脉内 タルヲ問ハ ズ利尿 ノ促進 ヲ見 ル

モ,其 ノ比重 ハ一般 ニ下降 セズ尚 ホ此際同時 ニ尿中

食 鹽竝 ニ總 窒素 ハ濃度及 ビ絶對量 ノ増 加 ヲ表 シ之 等

ノ變 化ハ大腦皮質切除 後1週 前後 ニ於 ケル家兎 ニテ

ハ更 ニ著 明 トナ リ皮質 ヲ切除 セザル對照手術 ニ於 ケ

ルモ ノニテハ斯 カル變 化 ヲ呈 スル事 ナ シ.

(2)食 鹽 負 荷 試 驗

大量 ノ食 鹽 ヲ負 荷 セ シ場 合 ニ於 ケル尿 ノ變 化 ハ

Modrakowニ 依 レバ尿量 竝ニ尿中食 鹽排出量 ニ變 化

ヲ來 サズ ト稱 へ, Faltaハ 利 尿抑制 ヲ見 ル ト稱 シ又

桑原41)ハ尿 量竝 ニ尿中食 鹽排 出量 ノ増加 アル事 ヲ主

張 シ未 ダ其 ノ決定 ヲ見 ズ.

第8表　 食 鹽 負 荷 試 驗

余ハ10.0%食 鹽水20.0ccヲ 經 ロ的 ニ或 ハ静脉 内

ニ注射 シ以 テ尿變 化 ヲ觀察 セ リ其 ノ成績 ハ第8表 ニ

示 スガ如 シ.

即 チ經 口的或 ハ静脉 内ニ大量 ノ食 鹽 ヲ負荷 スル時
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ハ利尿 ノ抑制 ヲ來 シ尿中食 鹽排泄ハ激増 ス レ共,總

窒素排出量 ハ減少 ス.然 ルニ大腦皮質切除後1週 前

後 ニ於 ケル家兎 ニア リテハ食鹽 負荷 ニ依 ル利尿抑制

ハ稍 々減 弱 シ尿 中 ニ排 泄セラルル食鹽竝 ニ總窒素量

ノ増加 ヲ認ム.之 ニ反 シ皮質 切除 ヲ行 ハザ ル對照手

術例 ニ於テハ變化 ヲ呈 スル事 ナ ク單 ニ正常家 兎 ニ於

ケル食 鹽負荷 ト同一結果 ヲ表 ス可 シ.

第6章　 總 括 竝 ニ考 察

以上正常家兎及 ビ皮質切除後第1週 ノモノ夫々5例,皮 質切除後第2,第3週 ノモノ各3例

竝 ニ對照手術例3例 ニ就テ,單 ニ水負荷試驗或ハ之 ト同時 ニ利尿劑安息香酸「ナ トリウム,カ フ

エイン」或ハ利尿抑制劑 「ピツイトリン」ヲ併用 セシ際 ニ於ケル水血症 ノ消長竝ニ尿變化 ヲ觀察

シ更ニ尿素及 ビ食鹽 ヲ負荷 シタル場合ニ於ケル尿變化 ヲモ檢索 シタル其 ノ結果 ヲ綜合記載ス レ

バ次 ノ如 シ.

大腦皮質切除家兎ニ水飲用試驗ヲ行 フ時ハ手術 ヲ施行セザル正常家兎ニ比 シ更 ニ著明 ナル利

尿 ノ促進 ヲ見,尿 中食鹽竝 ニ總窒素量ノ排泄増加 ヲ見ル.而 シテ此際同時ニ稍 々高度 ノ水血症

ヲ見ルモ其 ノ程度ハ正常家兎ニ於ケルモノニ比ス レバ稍 々輕度 ナリ.

次 ニ水負荷試驗 ト同時ニ利尿劑安息香酸「ナ トリウム,カ フエイン」ヲ併用スル時或ハ單ニ尿

素負荷 ノミヲ行 フ時モ同様對照 ニ比 シ著 シキ利尿 ノ促進竝ニ尿中食鹽及 ビ總窒素 ノ増加 ヲ認 メ

又血液 ノ濃縮 ヲ見ル.

尚ホ水飲用試驗 ト同時ニ利尿抑制劑「ピツイ トリン」ヲ併用 シタル場合或ハ大量 ノ食鹽ヲ負荷

スル時ハ利尿ハ著 シク抑制 セラレ,尿 中食鹽竝ニ總窒素ノ排泄量ハ減少 シ,又 此際血液ハ稀釋

セラルル ト雖夫等總ベテノ變化ハ對照家兎ニ比ス レバ甚 ダシク輕度 ナル事ヲ知ル.

而 シテ之等總べテノ變化ハ大腦皮質切除後1週 前後 ニ於テ最著明ニシテ手術後 ノ經過日數 ト

共ニ其ノ程度ハ次第ニ減少 シ,手 術後3週 以上ヲ經過 スル時ハ最早夫等 ノ變化ヲ見ル事能ハザ

ルニ至ル.且 之等ノ變化ハ皮質ヲ切除セザル對照例 ニ於テハ見ザル現像 ナリ.

然 ラバ斯クノ如ク大腦皮質切除後1週 前後 ニ於クル水負荷竝 ニ「カフェイン」及 ビ尿素投與 ニ

依ル利尿促進或ハ「ピツイトリン」及 ビ大量 ノ食鹽使用 ニ依ル利尿抑制作用ノ減弱ハ抑々何ニ基

因 シテ發現 スルモノナ リヤ ト謂フニ,之 蓋 シ諸家ノ夙 ニ唱道 セルガ如ク水分代謝中樞 ハ恐 ラク

間腦ニ存在 シ間腦ノ興奮ハ利尿 ヲ促進 シ,之 ニ反 シ大腦皮質ノ興奮ハ間腦ノ興奮 ヲ抑制 シ以テ

利尿ノ減退 ヲ表 スモノナルガ故ニ皮質切除ハ皮質麻醉 ト同様 ニ皮質 ノ興奮 ヲ喚起 スル ニ由ナク

利尿ハ常ニ促進 セラルルモノナ リト謂 フベ シ.

次ニ尿中ニ於ケル食鹽竝 ニ總窒素排出量ハ皮質切除後 ニ於テ増加ス.即 チ食鹽ハ其ノ濃度竝

ニ絶對量 ヲ増加 シ,總 窒素量ハ其 ノ百分率ヲ減少 スレ共其 ノ絶對量ヲ増加ス.併 シ斯カル結果

ハ利尿促進 ニ歸 スベキ二次的作用 ニシテ,切 除夫自己ガ鹽刺ノ如キ特種作用 ヲ招來 セシモノニ

アラズ.
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更 ニ利尿 ト水血症 トノ關係ナルモ水負荷試驗或ハ之 ト同時ニ利尿抑制劑 ヲ使用 シタル際ハ共

ニ血液 ノ稀釋 ヲ見ルモ,之 ヲ皮質切除後 ニ於ケルモノ ト,對 照例ニ於ケルモノ トヲ比較スル時

ハ,皮 質切除 ヲ行 ヒタルレモノニ於テハ利尿促進 ノ度 ヲ高 メ,水 血症 ノ程度ハ稍々減少 セルヲ見

ル.又 水負荷試驗 ト同時ニ「カフエイン」ヲ併用 スル時ハ,反 ツテ血液 ノ濃縮 ヲ見ルモ皮質切除

後 ニ於ケルモノハ對照例ニ比 シ利尿促進更ニ著 シク且血液濃縮 ノ程度 モー層著明ナルヲ知ル.

即 チ之等 ノ成績 ヨリ利尿 ノ促進アル場合ハ然 ラザル場合 ニ比 シ血液ノ組成ハ濃縮 セラルル事 ヲ

知ル.而 シテ利尿 ト水血症 トノ關係 ニ就テハ諸説 ア リテ今尚ホ確定 セザ レ共,余 ハ利尿促進 ア

ル際ハ利尿ノ促進ナキ楊合 ニ比 シ水血症 ノ程度ハ輕度ナ リト信ズルモノニシテ其ノ説明ハ次囘

ニ讓ル事 トスベ シ.

第7章　 結 論

家兎ニ於テ大腦皮質 ヲ切除 シ水負荷試驗或ハ之 ト同時 ニ利尿劑安息香酸 「ナ トリウム,カ フ

エイン」或ハ利尿抑制劑「ピツイ トリン」ヲ併用 シテ赤血球數,血 色素量,血 清蛋白及 ビ血清食

鹽含有量 ヲ測定 シテ水血症 ノ消長ヲ檢索 シ,更 ニ此際尿量,比 重及ビ尿中ニ於ケル食鹽竝ニ總

窒素量ヲ測定 シテ尿變化ヲ觀察 シ,尚 ホ更ニ尿素竝 ニ食鹽負荷試驗ヲモ行 ヒ尿中食鹽竝 ニ總窒

素排泄状態ヲ探究 シテ次 ノ如キ結論 ヲ得 タ リ.

(1)大 腦皮質切除家兎ニ水負荷試驗ヲ行 フ時ハ正常家兎ニ比 シ更ニ著 シキ利尿 ノ促進竝ニ尿

中食鹽及 ビ總窒素排泄量ノ増加 ヲ表 シ,水 血症ハ之ニ反 シ稍々輕度 ナリ.

(2)水 負荷試驗 ト同時ニ利尿劑安息香酸「ナ トリウム,カ フエイン」ヲ併用スル時或ハ單ニ尿

素負荷試驗ノミヲ行フ時ニモ,正 常家兎ニ之等 ノ試驗ヲ行 ヒタル場合 ニ比 シ更ニ著 シキ血液濃

縮,利 尿促進竝ニ尿 中食鹽及 ビ總窒素排泄量ノ増加ヲ來 ス.

(3)水 負荷試驗 ト同時ニ利尿抑制劑「ピツイ トリン」ヲ併用 スルカ或 ハ單ニ食鹽大量負荷 ノミ

ヲ行 フ時ハ,著 シキ血液ノ稀釋,利 尿ノ抑制,尿 中食鹽竝 ニ總窒素ノ排泄量ノ減少 ヲ認 ムルモ

之ヲ正常家兎ニ同實驗ヲ行 ヒタル結果ニ比ス レバ甚ダ其 ノ輕度ナルヲ知 ル.

(4)是 等總ベテノ變化ハ大腦皮質切除後1週 前後ニ於テ最モ顯著ニシテ手術後時日ヲ經過 ス

ル ト共ニ次第 ニ其 ノ程度ハ減少 シ手術後3週 以上ヲ經過 セルモノ竝 ニ皮質ヲ切除 セザル對照手

術後1週 前後 ニ於ケルモノニテハ斯カル變化ヲ呈スル事ナシ.

(5)以 上ノ實驗成績 ヨリ大腦皮質 ハ水分代謝 ニ重大ナル意義 ヲ有 スルモノ ト斷定ス.

擱筆ニ臨ミ御懇篤ナル御指導竝ニ御校閲ヲ忝フシタル恩師稻田教授ニ深甚ノ謝意ヲ表ス.
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